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外
国
人
研
修
生
受
入
制
度
（
二
〇
一
〇
年
か
ら
外

国
人
技
能
実
習
制
度
に
改
正
）
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
を

中
心
に
十
五
ヵ
国
の
十
八
歳
以
上
の
青
壮
年
が
日
本

企
業
等
で
農
業
、
漁
業
、
建
設
、
食
品
製
造
、
繊
維
・

衣
服
、
機
械
・
金
属
な
ど
の
六
十
八
職
種
一
二
七
作

業
の
技
能
を
最
長
三
年
間
か
け
て
習
得
し
帰
国
後
、

修
得
し
た
技
能
等
を
自
国
の
産
業
発
展
に
活
か
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

過
去
五
年
の
「
研
修
生
・
実
習
生
」
の
受
入
れ
申

請
の
ピ
ー
ク
は
〇
八
年
で
一
三
一
、八
九
七
人
だ
っ

た
。
中
国
の
一
〇
四
、八
六
〇
人
が
突
出
し
て
い
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
八
、八
九
九
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
六
、

九
四
四
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
六
、七
〇
六
人
が
続
き
、
モ

ン
ゴ
ル
国
か
ら
は
三
六
三
人
だ
っ
た
。
中
国
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
圧
倒
的
だ
。
だ
た
、
人
口
単
位
当
た
り
で

み
る
と
ど
う
か
。
中
国
か
ら
の
「
研
修
生
・
実
習
生
」

は
人
口
一
万
人
当
た
り
〇
・
七
九
人
、
モ
ン
ゴ
ル
国
か

ら
は
一
・
三
六
人
で
あ
り
、
中
国
の
一
・
七
倍
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
海
外
か
ら
日
本
へ
の
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
留
学
し
て
い
る
「
留
学

生
」
は
一
〇
年
に
過
去

最
高
の
一
四
一
、七
七
四

人
と
な
り
、
中
国
か
ら

八
六
、一
七
三
人
、
モ

ン
ゴ
ル
国
か
ら
は
一
、

二
八
二
人
だ
っ
た
。
中

国
か
ら
の
「
留
学
生
」

は
人
口
一
万
人
当
た
り

〇
・
六
四
人
、
モ
ン
ゴ
ル

国
か
ら
は
四
・
六
四
人
で

中
国
の
七・
三
倍
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
国
に
帰
国
し
た
「
研
修
生
・
実
習
生
」
の

中
か
ら
現
地
法
人
の
経
営
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が
出
現
し

て
い
る
。
日
本
で
の
金
属
切
削
加
工
の
実
習
を
終
え
帰
国

し
た
元
実
習
生
は
、実
習
先
企
業
が
〇
五
年
、ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
に
設
立
し
た
ア
ル
ミ
切
削
加
工
業
の
技
術
部
長
を

務
め
つ
つ
、
企
業
経
営
の
経
験
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
さ

ら
に
、
実
習
先
企
業
は
一
〇
年
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
事

業
に
展
開
し
、
技
術
部
長
は
社
長
と
し
て
二
十
一
名
の
従

業
員
を
擁
す
る
企
業
の
経
営
を
担
っ
て
い
る
。

ド
ル
ゴ
ル
マ
氏
と
ム
ン
ク
ト
氏
は
二
〇
〇
〇
年
か

ら
三
年
間
「
研
修
生
・
実
習
生
」
と
し
て
日
本
に
滞

在
し
た
。
実
習
受
入
れ
企
業
は
〇
五
年
に
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
で
自
動
旋
盤
に
よ
る
金
属
部
品
加
工
を

行
う
独
資
会
社
を
設
立
、
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
社
長
と

工
場
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
二
社
は
商
用

稼
働
す
る
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｃ
自
動
旋
盤

等
を
装
備
し
て
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
精
密

切
削
加
工
業
の
「
礎
」
と
も
な
る
企
業
で
あ
る
。

ウ
ラ
ン
ト
ー
氏
は
高
校
卒
業
後
、
〇
五
年
か
ら
日
本
の

製
パ
ン
設
備
等
の
食
品
加
工
設
備
メ
ー
カ
ー
で
技
能
実
習

を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
菓
子
パ
ン
製
造
技
能
も
修
得
し
て

帰
国
。
一
〇
年
に
実
習
先
企
業
か
ら
機
械
設
備
の
貸
与
を

う
け
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
内
に
三
〇
～
四
〇
種
類
の
菓
子

パ
ン
、調
理
パ
ン
、ケ
ー
キ
の
製
造・販
売
店
を
開
業
し
た
。

売
上
は
順
調
で
二
号
店
、
三
号
店
を
開
業
す
る
予
定
だ
。

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
「
人
手
不
足
を
埋

め
る
た
め
の
低
賃
金
労
働
力
の
調
達
」「
不
法
就
労
・

行
方
不
明
者
を
生
み
だ
す
」
と
の
批
判
的
議
論
が
あ
る

一
方
、
ア
ジ
ア
の
若
者
が
日
本
で
修
得
し
た
技
能
を
活

か
し
母
国
で
経
営
者
と
し
て
事
業
を
展
開
し
雇
用
を
創

出
し
て
い
る
前
向
き
な
事
実
に
も
注
目
し
た
い
。特
に
、

日
本
で
の
技
能
実
習
、
留
学
の
密
度
が
濃
い
モ
ン
ゴ
ル

国
と
の
人
材
育
成
・
産
業
連
携
の
可
能
性
は
高
い
。

（
西
澤
正
樹　

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

社
長
に
な
っ
た
技
能
実
習
生

　

✿ 

研
究
所
だ
よ
り 

✿

ア
ジ
ア
研
究
所
で
は
、今
年
度
の
「
ア
ジ
ア
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」

の
第
１
回
講
演
会
を
以
下
の
通
り
行
い
ま
し
た
。

四
月
二
十
日（
土
）
鈴
置 

高
史(

日
本
経
済
新
聞
社 

編
集

委
員)

「
激
変
す
る
北
東
ア
ジ
ア
―
韓
国
は
な
ぜ
中
国
側
に

行
く
の
か
―
」 　

１
０
２
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
十
三
回
公
開
講
座
「
不
透
明
さ
増
す
国
際
情
勢

と
新
政
権
の
課
題
」
を
六
月
一
日 （
土
） か
ら
五
回
連
続

で
開
催
い
た
し
ま
し
た

 

第
一
週  

六
月
一
日

　

 

遊
川 

和
郎  (

ア
ジ
ア
研
究
所 

教
授)

　
　

  

「
習
近
平
体
制
の
課
題
と
日
中
関
係
」

 

第
二
週  

六
月
八
日

　

 

秋
田 

浩
之  (

日
本
経
済
新
聞
社 

編
集
委
員)

　
　

  

「
オ
バ
マ
政
権
の
ア
ジ
ア
外
交
と
日
本
の
針
路
」

 

第
三
週  

六
月
十
五
日

　

 

平
井 

久
志  (

共
同
通
信
社 

客
員
論
説
委
員)

　
　

  

「
継
承
と
相
克
の
権
力
継
承

　
　
　
　
　
　

 

― 

金
正
恩
後
継
政
権
の
一
年
半 

―
」

 

第
四
週  

六
月
二
十
二
日

　

 

奥
田　

聡  (

ア
ジ
ア
研
究
所 

教
授)

　
　

  

「
韓
国
新
政
権
の
課
題
」

 

第
五
週  

六
月
二
十
九
日

　

 

宮
家 

邦
彦  (

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所 

研
究
主
幹)

　
　

  

「
安
倍
外
交
の
課
題
と
展
望
」

計
７
２
３
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
梅
雨
の
悪
天
候

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
受
講
者
に
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
、 

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
に

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、 

公
開
講
座
の
受
講
票
で
ア
ジ

ア
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
受
講
が
出
来
ま
す
。
秋
以
降
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 


